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研究成果の概要（和文）：日中戦争（１９３７－１９４５）と国共内戦（１９４５―１９４９）

を背景とする１９４０年代の、いわゆる中華圏(中国語圏)の諸地域における文学的営為、つま

り小説や散文、演劇や映画、またそれらを規定し支える文学の場としての制度や人間関係を対

象として、それらの時代的特徴を、新たに、１９４０年代における「地域」・「メディア」・「制

度」という三つのテーマにおいて、従来とは異なる多眼的な視点から、複数の「関係性」とし

て捉えなおした。 

 

研究成果の概要（英文）：This research considers literary works, literary systems and 

interpersonal relationships of writers in various regions of China in 1940's, and 

re-studies characteristics of that era in China from three themes--region, media and 

system. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、中華圏（中国語圏）の近代文学

を対象とするものとしては比較的大きな規

模を持つ共同研究である。もともと既に四十

年以上の歴史を持つ、関西地区の中国近現代

文学研究者が実質的な運営を行ってきた全

国規模の研究学会組織である「中国文芸研究

会」に所属する十数人が、研究会内研究グル

ープとして集った「４０年代文学“漂泊”研

究会」がこの共同研究の母体となった。 
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２．研究の目的 

日中戦争と国共内戦を背景とする１９４０

年代の中華圏の諸地域における文学的営為の

時代的特徴を、新たに三つのテーマにおいて

捉える。具体的には、１９４０年代における

「地域」、「メディア」、「（文学）制度」である

。この三点を軸として文学活動の地域的な多

様性や、作品媒体の多様性、また文学を成立

させる「制度」の複雑性について整理し、相

互の関係性を明らかにする。これまで政治体

制や地域によって括られ、その枠内で価値付

けられてきた１９４０年代文学を、中華圏と

いう新しい大枠を設定し、複数の「関係性」

として捉えなおす。 

 

３．研究の方法 

本研究は、（１）１９４０年代文学研究に関

連する基礎文献の収集と解読（文献の整理を

含む）、（２）共同研究参加者相互の情報交換

と研究報告を行うための例会の運営開催、を

二本の柱とする。 

（１）現在中国で続々と刊行が進んでいる『

民国珍稀期刊』（北京・全国図書館文献縮微複

製中心刊行）のうち、本研究にかかわりの深

いものを収集し、今後議論を展開する素地と

なる資料を利用しやすい形に整える。その他

の中国現代文学および文学方法論関係、また

１９４０年代に関わる文献や戦争に関わる文

献を収集する。 

（２）もうひとつの柱として、研究発表会を

開催する。以下の分科会を中心として、それ

ぞれの研究対象から１９４０年代中華文化圏

を照射した報告を進める。 

①「地域」分科会 

宇野木洋、星名宏修、松浦恆雄は、「地域」

分科会を担当する。「地域」分科会では、必ず

しも政治的な尺度のみにとらわれることなく

、中華圏文学の複数並立性といったような状

況を地域という観点から浮き彫りにする作業

を行う。 

②「メディア」分科会 

西村正男、藤野真子、三須祐介は「メディ

ア」分科会を担当する。活字化された文学と

、文字化されない文学を相対化して見つめる

ことによって、１９４０年代に顕著な文学の

商品化とそれをめぐる文学の変容とを新たな

視点を導入して見極めようとするものである

。 

③「制度」分科会 

今泉秀人、濱田麻矢、福家道信、大東和重

は「制度」分科会を担当する。作り手にかか

わる事項中心の文学史的記述を脱し、移動し

伝播し流通し変化する制度としての文学テク

ストと受容者としての読者の諸相に着目する

ことによって１９４０年代文学空間に対する

新しい視座を獲得するものである。 

 

４．研究成果 

本研究の成果は、日中戦争と国共内戦を背

景とする１９４０年代の、いわゆる中華圏の

諸地域における小説や散文、演劇や映画、ま

たそれらを規定し支える文学の場としての

制度や人間関係を対象として、その時代的特

徴を、地域・メディア・制度という三つのテ

ーマにおいて、従来とは異なる多眼的な視点

から捉え得たところにあると言える。 

 これらの成果を総括するものとして 2010

年 8月 31日、中国文芸研究会夏合宿（兵庫）

において、包括的な報告会を行った。報告者

は、今泉秀人、宇野木洋、松浦恆雄、藤野真

子、西村正男、大東和重の 6名であった。 
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